

























【材料と方法】8 週令(250±30g)のウイスタ一系雄性ラットに酢酸 Niを 100μmol/kg(TDL0 
420mg/kg)を腹腔内投与した実験群と酢酸ナトリウム(100μmol/kg)を腹腔内投与した対照
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 Ni 投与エブネル腺の腺房細胞において、投与 3 時間後に多数の細胞質空胞が出現し、そ
































１０．GSH S-transferaseのμとπは duct cellで両方ともに強く染まっていることから免疫
交差性があるか述べよ。 
１１．本研究および本論文作成するにあたり、苦労したこと、その他感じたことを述べよ。 
 
審査結果 
以上の研究内容および実験方法などに関する質疑応答がなされ、申請者は質問に対し
てほぼ的確に回答された。 
審査委員合議の結果、本論文の研究内容は新しい知見をもたらしたことにより、最終
試験に合格したものと判定した。 
 
